
イスラエル国  

首都：エルサレム 

面積：２．２万平方キロメートル（日本の四国程度） 

人口：９３４万人（２０２１年、イスラエル中央統計局） 

民族：ユダヤ人(約 74％）アラブ人（約 21％）その他（約 5％） 

（2020年 4月イスラエル中央統計局） 

言語：ヘブライ語（公用語）、アラビア語（特別な地位を有する） 

宗教：ユダヤ教（約 74％） イスラム教（約 18％） キリスト教（約 2％） 

ドルーズ（約 1.6%）（2019年イスラエル中央統計局） 

略歴：およそ 3000 年前に、古代イスラエル王国が成立。紀元後 73 年

にローマへの反乱が鎮圧され、以来この地に住む多くのユダヤ

人は追放され、世界に離散して暮らしてきた。19 世紀末よりヨー

ロッパを中心に、ユダヤ人の祖国をパレスチナの地に建国する運動や、ヘブライ語の復活運

動が盛んになる。ホロコーストなど各地での迫害のさなか、ユダヤ人のパレスチナ移住・都市

の開発が進む。 

   1947 年、国連総会でイスラエルの独立が承認され、翌年独立宣言を行った。独立後は世界

190 カ国以上からのユダヤ人移民を受け入れてきた一方、エジプト（79年）、ヨルダン（94年）と

平和条約を締結、2020年には UAEなどアラブの４カ国と国交を正常化した。 

    天然資源に恵まれないため、建国以来、科学技術や教育に力を入れており、IT やイノベーショ

ン技術先進国として世界の注目を集めている。また、多くの聖書の舞台や、世界遺産、死海な

ど自然リゾートを有する観光大国でもあり、年間世界から 400万人前後の観光客が訪れる。 

元首：イツハク・ヘルツォグ大統領 (※象徴的な存在であり、政治的実権はない) 

政体：共和制 

議会：一院制 

政府：ナフタリ・ベネット首相 

主要産業：鉱工業（ダイヤモンド研磨加工、ハイテク関連、食品加工、繊維、ゴム、プラスティック、

薬品、機械電子機器、カリ、臭素等）、農業（柑橘類、野菜、穀物、生花、酪農品等） 

通貨：新シェケル（NIS） 

 

世界遺産/自然遺産 

 ・マサダ 2001年登録 

 ・アッコ旧市街 2001年登録 

 ・テルアビブの白い都市 近代運動 2003年登録 

 ・聖書ゆかりの遺丘群 2005年登録 

 ・ネゲヴ砂漠の香の道と都市群 2005年登録 

 ・ハイファと西ガリラヤのバハーイー教聖地群 2008年登録 

 ・人類の進化を示すカルメル山の遺跡群 2012年登録 

 ・ユダヤ低地にあるマレシャとベト・グヴリンの洞窟群 2014年登録 

 ・ベート・シャリムのネクロポリス 2015年登録 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ハイファと西ガリラヤのバハーイー教聖地群 

    ネゲヴ砂漠の香の道と都市群 

    ユダヤ低地にあるマレシャとベト・グヴリンの洞窟群  

    


